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ますが、たくさんの企業とのリレー
ションがあるのは他の企業と大きく
違うな、と思います。

H：そうですよね。それに加えてキンド
リルに分社化したことで、ベンダー
ニュートラルにあらゆるサービスを
提案できるようになって。これまで
以上にお客様目線でマルチベンダー
のソリューションの目利きをして、
お客 様にとって最 適なシステムを
届け、その後の安心・安全な運用まで
提供できることは引き続きアピール
することができますね。

O：提案から構築、運用まですべてを
行える会社はあまりないですよね。

「セールス系」と「エンジニア系」、
それぞれの職種の魅力って？
O：私はクラウドエンジニアという
職 種になります。クラウドというと
AWSのようなパブリッククラウドの
構築にフォーカスしているように思え
ますが、アプリケーションの支援や
セキュリティ対策など周辺技術も

個人プレーよりチームプレーを重視
するカルチャーで、コーポレートカラー

「Warm Red」のように、温かみが
ある人が多いですね。

O：入社して、チャットがすごく活発
なのに驚きました。私 は A W S に
ついては知見があるのですが、専門
外のことやわからないことは質問
用のチャットに投稿しています。そう
すると社内のスペシャリストが返信
してくれるので、とても助かっていま
すね。英語でグローバルのメンバー
にチャットすると、即レスだったり
するのは驚きました。

H：職種やロールに関係なく、色々な
チャットグループがありますよね。
国内だけでなく全世界9万人の社員
とつながることができるので、グロー
バルのメンバーと必要な資料を連携
したり。とにかく組織や国境を超え
て色々なコラボレーションができる
環境がありますね。

O：IBMから分社したという経緯が
あるので、スタートアップではあり

違う視点を持つ
2人の社員が
キンドリルの魅力を
語ります。
キンドリル分社前からセールスリー
ダーを担っている橋本さんと、中途
で 入 社され、若 手クラウドエンジ
ニアとして活躍されている大塚さん。
そんな対照的な２人が、キンドリルで
働くことについて様々な角度から
語ります。

「外から見たキンドリル」「中から
見たキンドリル」の印象って？
O(大塚)：私は中途入社なのです
が、入社前は外資系で、クールな印象
を持っていました。でも入社してみる
と、上下関係なくフランクに話せる
環境でホッとしました。

H(橋本)：外資系って、いい意味でも
悪い意味でも個人主義なイメージが
ありますよね。でもキンドリルは 、
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若手とマネージャーは、それ
ぞれどんなことを考えている？
O：私は若手ですが、チャレンジしたい
ことを積極的に発言するようにして
います。キンドリルは「言いたいことが
言える」風通しのいい環境なので、
他部署の方に対しても気軽に話し
かけたり、相 談もよくしています。
上司も積極的にコミュニケーション
を取ってくれるので、自分がやりたい
と思ったことは自由に取り組めて
いると思います。

H：そうですよね。私はマネージャーと
して、「サイコロジカル・セーフティー」、
日本語でいうと心理的安全性を大切
にしています。押さえつけて管理する
のではなく、年次関係なく声を上げ
やすい、発信しやすい環境を作って
いく。例えば誰かが発言したときに、
どんな意見であってもまずは発 言
してくれたことそれ自体に感謝する
よう心掛けています。

O：私は質問するのが好きなタイプ

H：職種の垣根を越えて、みんなで
お客 様のためのソリューションを
作っていく感じはありますよね。そう
やってチーム一丸となって案件を
進めていき、お客様に評価された
ときはすごくやりがいを感じます。

O：私はもともとコンピューター関連
の技術がずっと好きで仕事をして
いるので、自分たちが考えて作った
ものがお客様の前で動いて、お客様
の評価に直接つながっていること
が何よりうれしいです。こういった
社会に影響する仕事を、チームで
連携しながら進めていけるのは、
スキルアップを感じられて、エンジ
ニアとしてとてもやりが い があり
ます。

H：私は元々エンジニアだったので、
そういうテクニカルなところへ の
喜びは共感できます。やっぱりチーム
で大きなプロジェクトを成功させら
れるのはキンドリルらしさ。この対談
をきっかけに、ぜひ大 塚さんとも
一緒に仕事したいです。

カバーしながら運用できる状態に
するのが私の仕事です。これまで属
人的だったインフラの管理を自動
化技術により解決し、ITにかかわる
人 たちがより価 値 のある課 題 に
取り組めるような世の中を目指して
います。

H：私はソリューションセールスな
ので、お客様の困りごとをヒアリング
して、時にはお客様も気が付いて
いない真の課題を見つけ、それに
対して最適なソリューションを提案
することで、お客様に寄り添い、導い
ていく仕事ですね。最近はBeyond 
the Sales ということを意識して
いて、お客様に何かを提供するだけ
でなく、マーケティングチームと連携
してウェビナーを開催したり、大塚
さんの所属しているデリバリーチーム
と連携してサービス開発したりして
います。

O：エンジニア発信でも、そういう
アイデアを伝えて連携することは
ありますね。
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仕 事 に一 緒 に取り組める仲 間を
待っています。

O：そうですね。私たちの仕事は社会
に大きな影響を与えるものが多い
ので、ミッションクリティカルで大きな
仕事を成し遂げたい人には最適な
環 境です。また、海 外へ 向けての
ソリューション提供などもあるので、
海外と繋がりながら仕事がしたい
方にも最適な環境だと思います。
一緒に社会を変えてくことにやりがい
を感じる方ともぜひ一緒に働きた
いです。

ティング分野にもアンテナを張って、
全方位的にお客様にコミットして
いきたい。足が何本あっても足りない
人になりたいです。自分もチームも
含めて、そういう人材を増やしていき
たいですね。

みなさんへのメッセージ
H：キンドリルは、去年分社化しニュー
ヨーク証券取引所で上場したばかり
で、今本当に面白い状況だなと思い
ます。 このチェンジを、チャンスに
変えていきたい。全員が主役になれる
この会社で、お客様のやりたいこと
を実現できるインフラ基盤を作って
いきたいと思っています。世間でも、
大きなセキュリティ事 故 が 話題に
なったり、リモートワークが 推 進
されたり、ITインフラの重要性が再
認識されています。そんな状況下で
我々が日本中に価値を届けること
で、日本企業の発展、そしてその先
にある「社会成長の生命線」になって
いきたいと思っています。お客 様
から選ばれる存在になりたい、そんな

なので、その「まず受け入れてくれる」
雰 囲 気 がすごくありがたいです。
あと、資格試験やUdemyなどの
教材をどんどん受けられるのもうれ
しいポイントです。

H：結果はどうあれ、チャレンジする
ことをサポート・評価する雰囲気が
ありますよね。結果が良ければそれ
はもちろん素晴らしいことですが、
挑戦するマインドが評価されます。
そうやってチャレンジ精神を持って
いる人がどんどん増えていったら
良いサイクルが生まれますよね。

O：この間も、上司がHoloLensを
買ってきて「何かできないかな？」
と突 然 言 わ れて。でも、そういう
雰囲気がすごくいいなと思ってい
ま す。失 敗 を 恐 れず に なんで も
チャレンジしよう、っていう姿勢が
伝わってきますよね。

H：あとは領域を超えていくっていう。
自分自身としても、セールスとテクノ
ロジー、両足でボールを蹴れる人に
なりたいんです。さらには、マーケ
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